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	査読済論文


	MS-Word 2010による論文作成の暫定指針（第1.1版）

	－□□□和文副標題：日本語12ptMSゴシック□□□□□□□□□□□□－

	日本　太郎i　山田　花子ii

	概要：論文の内容を具体的かつ的確に表現し，しかも不要の文字（例…に関する研究）を省き出来るだけ簡潔なものとする。なお，標題中にキーワードが含まれるように配慮する。

	キーワード（10ptMSゴシック：□□□□□，□□□□□，□□□□□，□□□□□，□□□□□（5語以内：執筆要項）

	

	Interim guideline for writing paper by MS-Word2010 (version.1.1)

	-xxxxxxxx English sub-title:11pt Times New Roman xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx-

	Taro Nihoni　Hanako Yamadaii

	Abstract: The contents of the paper should be expressed concretely and accurately, and unnecessary letters (eg research on ...) should be omitted and be as concise as possible. In addition, consideration is necessary so that keywords are included in the title.

	keywords:　　□□□□□，□□□□□，□□□□□，□□□□□，□□□□□（英語5語以内）


1　はじめに
将来，本学会誌をJ-Stage
などによって，電子ジャーナル化し，世界に向かって我が国のPL研究に関する情報等を本格的に発信するためには，早期に国際標準や電子化等に準拠した電子投稿規定等所定の学会誌作成および論文執筆基準等を整備する必要がある。
しかしながら，整備すべき項目は多岐にわたり，容易に実行は不可能であるため、当面暫定的にMS-Wordでの論文作成の暫定指針をここに示す。
本稿は，あくまで暫定指針であり，学会として正式に機関決定したものではないので，当面は推奨基準と位置づける。
暫定指針作成にあたっては，極力，科学技術情報流通技術基準に準拠し，社会科学・自然科学の研究者が活用しやすいように配慮した。
1.1　論文の体裁
MS-Wordによって，論文を作成するにあたっては，以下のページレイアウト等の設定を行う。
(1) サイズ
Ａ４版の用紙を縦長に設定する。
(2) 段組
本文以下は， 2段組とする。標題，著者名，概要,ヘッダー/フッターは段組としない。
(3) 余白設定
ページの余白は，上：22mm，下：25mm，左：16mm，右：16mmとする。段組部分は１頁24 字× 44 行とする。
(4) 最初の行
段落の最初の行のインデントは1字下げる。
(5) 句読点
「JIS Z 8301：規格票の様式及び作成方法
」にならって，句点“。”と読点“，”を利用する。このために日本語入力システムの基本設定を変更すると便利である。
1.2　論文の構成
本学会の論文等は，原則として，次の論文構成要素を含むものとする
。◎は必須要素，〇は準必須要素，△は任意要素であるが，その他の要素を排除するものではない。

◎標題
◎著者名
◎概要
◎キーワード
◎著者の所属機関名
〇所属機関の所在地等
◎本文（図・表を含む）
〇注・脚注
〇謝辞
◎参考文献
△付録
△照会先情報
△電子的補助資料
著者の所属機関名は必須要素であるが，所属機関の所在地については，本学会が今だ個人情報保護策を整備していない関係もあり，準必須要素とし，論文1ページ目の脚注表記とすることが望ましい。
このほか，学術雑誌の要素として，編集時に，論文掲載情報（誌名，巻号数，発行日等），受付日および採択日，論文種別（査読済論文,論文，研究ノート），著作権情報を編集側が追記する（1ページの青字部分）。
論文の基本的な構造の図１に示す。
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図 1　テンプレートファイルの構成
Figure 1　The configuration of template file.
2　用意したスタイル
2.1　スタイル名
今回暫定的に準備したMS-Wordのスタイルは，図1に示す論文の基本構造上の要素に限定した。これ以外の要素については，必要に応じて準備してほしい。表１に適用スタイルをまとめた。
(6) #標題
和文標題は，MSゴシック（太字）16ptとする。英文標題は，Arial（太字）14ptのスタイルを準備した。和文副標題は，MSゴシック12pt，英文副標題は，Times New Roman11ptとする。
副標題を付ける必要がある場合4は，これを付けることができる。副標題は，原則として１個とする。また，大きな研究計画や連続する研究を連載して発表する場合は，標題の後にシリーズ番号を付け，副標題を付けることができる。
副標題は，両端を“－”で挟むことが望ましい。
(7) #著者名
著者名は，和文MSゴシック（太字）16ptとする。英文は，Arial（太字）14ptのスタイルを準備した。
論文本文の言語以外に，欧文表記の著者名を付記する4。著者が団体の場合は，まず，その正式名称を省略せずに記載し，その後に所在地を示す。名称の省略形を括弧に入れて付記してもよい4。
(8) #概要
和文の概要は，MS明朝10ptとし，見出し「概要」は太字とする。英文の概要は，Times New Roman10ptとし，見出しは“Abstract”と記し，太字とする。
SIST-01
では和文200～400字以内，英文100～200語とされており，本学会の執筆要項の規定に抵触しないので，準拠する。

(9) #キーワード
和文のキーワードは，MS明朝10ptとしたスタイルを準備した。見出し「キーワード」部分は，各自で太字してほしい。英文のキーワードは，Times New Roman 10ptとしたスタイルを，見出しは“keywords”と記し，太字とする。
本学会の執筆要項にキーワードは5語以内とあるが，英文についてもこの規定を適用する。
表 1　本テンプレートで用意したスタイル
Table 1　Set of Style in the template file.
	スタイル名
	用途
	フォント名
	文字サイズ
	文字列配置

	#標題
	標題
	MSゴシック（太字），Arial（太字）
※副標題は(1)のとおり。
	16pt
	中央揃え

	#著者名
	著者名
	MSゴシック（太字），Arial
	12pt
	左揃え

	#概要
	抄録
キーワード
	MS明朝，Times New Roman　※「概要」「Abstract」「キーワード」「keywords」のみ太字とする
	10pt
	両端揃え

	#本文
	本文
	MS明朝，Times New Roman
	11pt
	両端揃え

	#見出し1
	章の見出し
	MSゴシック（太字）
Arial（数字を含む）
	12pt
	左揃え

	#見出し2
	節の見出し
	MSゴシック（太字），Times New Roman
	11pt
	左揃え

	#段落番号
	番号付きの箇条書き
	MSゴシック（太字），Times New Roman
	11pt
	左揃え

	#図表番号
	図及び表
	MS明朝，Times New Roman
	11pt
	中央揃え

	#参考文献
	参考文献
	MS明朝，Times New Roman
	9pt
	両端揃え

	#脚注文字列
	脚注
	MS明朝，Times New Roman
	9pt
	左揃え


(10) #本文
本文は，MS明朝11pt，行間隔1行，字下げ1文字としたスタイルを準備した。
(11) #見出し１
見出しにおける章・節・項等の展開は，ポイントシステムによって記載するが，節で止める（１，1.1）。項以下の細項については，括弧付き数字を用いて細分する。
箇条書きの番号付けは，細項の表示と混同しないようにするため，アルファベット等を用いて表示する。
章部分は， MSゴシック（太字）12pt，段落前0.5行開けをしたスタイルを準備した。数字部分はArialで設定している。
(12) #見出し２
節部分は，MSゴシック（太字）12pt，段落前0.5行開けをしたスタイルを準備した。数字部分はArialで設定している。
(13) #段落番号
項部分は，段落番号を含め，MSゴシック（太字）12pt，段落前0.5行開けをしたスタイルを準備した。数字部分はArialで設定している。
なお，段落番号は，文書全体で連番となっているので，適宜，節単位で開始番号を変更してスタイルを使用してほしい。
(14) #図表番号
図および表については，和文MS明朝9pt，英文Times New Roman 9ptとした図表番号を予め設定した，スタイルを準備した。図および表の挿入方法については，次節2.2を参照されたい。
(15) #参考文献
参考文献については，和文MS明朝11pt，英文Times New Roman 11pt，中央揃えとした箇条書き番号（［1］など）を予め設定した，スタイルを準備した。参考文献の記載方法については，次章3を参照されたい。
(16) #脚注文字列
脚注は，和文MS明朝9pt，英数字Times New Roman
9pt，左揃えとしたスタイルを準備した。
注には通し番号を付け，脚注の場合は同一ページ内に，文末注の場合は本文の最後に記載する。
2.2　図および表の挿入方法
図・表は，本文に出てくる順に，それぞれ一連番号を付ける。写真等は原則として図に含める。図・表には，番号に続けて，キャプションを付ける。図の番号及びキャプションは図の下に，表の番号及びキャプションは表の上に付ける。
また，図・表は，原則として，最初に出現する参照箇所と同一ページ，又はその後のなるべく近い位置に掲載する4。
なお，段組内に図表が収まらない場合や社会科学系の論文でしばしば見られる直接引用（罫線で囲むことが多い）を行う場合など段組がてきせつでない場合には，適宜，段組を解除することが望ました。
STST-14
では，図の解像度は400dpi以上を推奨しているが，“新PL研究”の印刷技術上の観点から，300dpi以上で十分である。
3　参考文献の記載
3.1　概要
近年，ウェブページ，ウェブサイト，電子ブック，新聞記事など参照する文献の種類が増えており，参照情報の記載方法に統一性が必要である。我が国では，SIST-02
がよくまとめられ，普及している基準であるので，本学会でもSIST-02を参考にすることが望ましい。
また，書誌要素間の句読点法は，本文におけるものとは異なり，ピリオド，コンマで行う。ピリオドは，各書誌要素のグループの終わりに用いるほか，論文名及び編者名の後にも用い，コンマは, 書誌要素内及び書誌要素間の区切りに用いる。
なお，SIST-02における参照文献とは参考文献および引用文献を含むので，脚注で引用文献の解説をする際にも同基準が適用される。
次節に同基準からよく使われる事例を引用した。
3.2　よくある事例
(17) 図書の特定のページあるいは特定の1章・1論文を利用した場合
	著者名．“章の見出し”．書名．編者名．版表示，出版地，出版者，出版年，はじめのページ－おわりのページ，（シリーズ名，シリーズ番号），ＩＳＢＮ．（言語の表示），（媒体表示），入手先，（入手日付）．


会議資料のように会議名等が資料名に含まれる場合は重複しない。
例. 章の見出しを記述
鵜飼保雄. “遺伝率の相対性”. 量的形質の遺伝解析. 医学出版, 2002, p. 109-110.
(18) 雑誌論文の場合
	著者名． “論文名”．書名．編者名．出版地，出版者，出版年，はじめのページ－おわりのページ，（シリーズ名，シリーズ番号），ＩＳＢＮ．（言語の表示），（媒体表示），入手先，（入手日付）．


例. 和文論文集
村主朋英. “医学分野における動向”. 電子メディアは研究を変えるのか. 倉田敬子編. 勁草書房,2000, p. 59-97.

以下(3)～(5)はSIST-02には直接記載がないが，内容を類推すると次項以下のとおりとなる。
(19) 新聞記事の場合
	著者名．記事タイトル．新聞名，地域版名．掲載日付，朝夕刊の別や版，ページor面．


(20) 白書・統計の1項目，データ
	“章名・表名”，白書・統計名，巻次．[編者名]，出版者，出版年，はじまりのページ－終わりのページ．入手先，（入手日付）．


(21) 新聞記事データベースの場合
	著者名．記事タイトル．新聞名．地域版名．掲載日付，朝夕刊の別や版，ページ or 面．サイト名 orデータベース名，入手先，（入手日付）．


(22) ウェブサイト, ウェブページ, ブログの場合
	著者名．“ウェブページの題名”．ウェブサイトの名称．更新日付．（言語の表示），(媒体表示)，入手先，
(入手日付)．


例. ウェブサイト「J-STORE」に掲載された記事
坂本和夫編. “パルスレーザーアブレーションにおけるドロップレットフリー薄膜の作製技術”.J-STORE. 2005-11-01. http://jstore.jst.go.jp/cgi-bin/techeye/detail.cgi?techeye_id=32, (参照 2006-06-23).
謝辞　MS-Wordのテンプレートファイルの作成にご協力頂いた皆様に，謹んで感謝の意を表する。
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この部分は，それぞれ和文と英文で作成し，分けて表示する。一要素ごと交互に記載しない。


テンプレートでは表組みにしている。
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� J-STAGEは，日本国内の科学技術情報関係の電子ジャーナル発行を支援するシステムである。


� 日本規格協会. “附属書 G （規定）文章の書き方，用字，用語，記述符号及び数字”. JIS Z 8301：規格票の様式及び作成方法, 2008，57ページ.


� 学術論文の執筆と構成．独立行政法人科学技術振興機構．2010年，（SIST ,08）．


� 抄録作成．独立行政法人科学技術振興機構．1980年，（SIST ,01）．


� 電子投稿規定作成のためのガイドライン．独立行政法人科学技術振興機構．2001年，（SIST ,14）．


� 参照文献の書き方．独立行政法人科学技術振興機構．2007年，（SIST ,02）．
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